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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
タ
ウ
ン
ゼ

ン
ト
・
ハ
リ
ス
の
墓
参
そ
し
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の
表
敬

訪
問
を
終
え
、
７
月

日
、
ニ
ュ
ー

１４

ポ
ー
ト
に
入
る
。

本
年
の
黒
船
祭
は
特
別
だ
。
ウ

エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
賑
や
か
に

盛
り
上
が
っ
て
い
る
会
場
に
、
川

勝
静
岡
県
知
事
が
現
れ
た
。
視
線

が
知
事
へ
と
注
が
れ
る
。
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
い
ワ
ー
ラ
ッ
ク
・

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
長
が
歓
迎
の
意

を
表
す
。
次
は
私
の
ス
ピ
ー
チ
だ
。

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
に
来
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
今
回
川
勝
知
事
と
一
緒

に
参
加
で
き
る
喜
び
を
皆
に
伝
え
、

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
と
下
田
の
交
流
の

輪
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
決
意
を

伝
え
た
。
川
勝
知
事
の
出
番
だ
。

い
き
な
り
こ
の
様
な
場
に
登
場
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臆
せ
ず

堂
々
と
楽
し
く
ジ
ョ
ー
ク
を
混
ぜ

な
が
ら
ニ
ュ
ー
ポ
ー

ト
市
民
の
心
を
魅
了

し
て
い
っ
た
。
皆
の

あ
い
さ
つ
が
終
わ
る

と
す
ぐ
、
夕
食
会
場

へ
移
動
。
県
知
事
か

ら
ワ
ー
ラ
ッ
ク
市
長

へ
漆
塗
り
の
箱
に
富

士
山
の
絵
が
か
か
れ

た
す
ず
り
箱
や
富
士

山
の
絵
画
等
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
た
。

突
然
会
場
が
ざ
わ
め

い
た
。
私
が
和
紙
を

広
げ
、
そ
こ
か
ら
土

屋
典
康
さ
ん
の
壺
が

現
れ
た
時
だ
っ
た
。

ひ
と
際
目
立
つ
豪
華
で
は
あ
る
が

繊
細
で
洗
練
さ
れ
た
壺
が
集
ま
っ

た
人
を
魅
了
し
た
。
ま
た
、
個
人

的
に
も
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

交
換
が
行
わ
れ
た
り
、
記
念
撮
影

を
し
た
り
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲

気
が
い
つ
ま
で
も
続
い
た
。

７
月

日

大
砲
の
祝
砲
に
よ

１５

り
、
第

回
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
黒
船

２８

祭
式
典
が
始
ま
っ
た
。
川
勝
知
事

の
ス
ピ
ー
チ
は
、
黒
船
祭
の
素
晴

ら
し
さ
、
日
米
交
流
の
原
点
、
ま

さ
し
く
国
際
平
和
の
先
駆
け
等
、

両
市
の
姉
妹

都
市
関
係
の

素
晴
ら
し
さ

等
を
力
強
く

訴
え
て
く
だ

さ
っ
た
。
さ

ら
に
、
自
分

を
「
約
束
を

守
る
男
」
と

し
て
ア
ピ
ー

ル
、
約
束
を

守

り

こ

の

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

黒
船
祭
に
参
加

し
た
、
来
年
の

下
田
の
黒
船
祭

に
は
県
が
共
催

す
る
の
で
、
ぜ

ひ
下
田
に
来
て

ほ
し
い
と
締
め

く
く
っ
た
。
私

の
番
と
な
っ

た
。
思
い
を
伝

え
る
に
は
英
語

で
話
さ
な
く
て

は
と
思
い
、
密

か
に
練
習
し
た

ス
ピ
ー
チ
を
英
語
で
披
露
。
今
年

の
黒
船
祭
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

理
由
を
述
べ
、
東
日
本
大
震
災
直

後
、
被
災
地
へ
向
か
い
救
援
に
あ

た
っ
て
く
れ
た
米
軍
、
自
衛
隊
等

の
勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
を
述
べ

た
。
ま
た
来
年
の
黒
船
祭
で
は
、

感
謝
を
表
し
た
い
方
々
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
黒
船
祭
を
通
じ
て

米
軍
を
は
じ
め
関
係
者
に
お
礼
を

表
す
場
と
し
た
い
。
是
非
、
皆
さ

ん
来
年
は
下
田
の
黒
船
祭
に
来
て

く
だ
さ
い
。
と
締
め
、
大
き
な
拍

手
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
に
花

輪
奉
献
。
ワ
ー
ラ
ッ
ク
市
長
と
一

緒
に
花
輪
を
持
ち
ペ
リ
ー
提
督
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
に
置
き
、
両

市
の
友
情
を
確
認
、
力
強
い
握
手

を
交
わ
し
た
。
翌
日
、
こ
の
シ
ー

ン
が
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
の
ロ
ー
カ
ル

新
聞
の
一
面
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
、

私
は
一
躍
時
の
人
と
な
っ
た
。

昼
食
後
、
知
事
と
私
は
、
モ
ー

リ
ス
・
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
務

長
官
を
表
敬
訪
問
。
大
理
石
造
り

の
巨
大
な
州
議
事
堂
の
中
で
は
、

川
勝
知
事
が
流
暢
な
英
語
で
、
日

感
動
！

感
激
！
の
記
録

第

回
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
黒
船
祭
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下
田
市
長

石

井

直

樹

歓迎夕食会での川勝知事挨拶

州議事堂から川勝知事と語りながら

両市の絆を誓い固く握手する両市長
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本
と
ア
メ
リ
カ
の
知
事
や
議
員
の

選
出
方
法
や
仕
組
み
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
。
帰

り
道
に
、
知
事
か
ら
そ
の
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

７
月

日

日
本
文
化
の
ワ
ー

１６

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
子
供
達
と
一

緒
に
凧
や
風
車
を
作
り
、
書
を
書

く
。
次
か
ら
次
に
押
し
寄
せ
る
子

供
た
ち
に
ス
タ
ッ
フ
も
て
ん
て
こ

舞
い
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

や
好
奇
心
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

子
供
達
の
笑
顔
や
驚
き
を
通
じ
日

米
交
流
の
原
点
を
感
じ
る
。
日
本

も
ア
メ
リ
カ
も
子
供
た
ち
の
純
粋

さ
は
同
じ
だ
。
こ
の
子
た
ち
が
近

い
将
来
、
さ
ら
に
日
米
の
友
好
を

す
す
め
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
短
い

時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
正
に
草
の

根
交
流
、
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も

心
が
通
じ
る
こ
と
が
確
信
で
き
る

場
で
あ
っ
た
。

夜
は
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
黒
船
祭

の
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
ガ
ー
ラ
」
晩

餐
会
に
出
席
。
来
賓
の
一
人
の
た

め
、
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
に

並
び
、
訪
れ
る
お
客
様
一
人
一
人

と
握
手
を
し
、
挨
拶
を
交
わ
す
。

多
分
３
０
０
人
く
ら
い
の
方
々
と

握
手
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
中

の
数
人
は
今
回
訪
問
で
で
き
た
新

し
い
友
人
だ
。
全
員
が
入
る
と
、

大
西
洋
に
面
し
た
広
大
な
庭
に
移

動
し
、
カ
ク
テ
ル
を
楽
し
む
。
引

原
総
領
事
夫
妻
、
バ
イ
ナ
ー
Ｒ
Ｉ

日
米
協
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

友
人
た
ち
と
会
話
を
楽
し
む
。
空

が
赤
く
染
ま
る
頃
、
バ
イ
ナ
ー
会

長
の
司
会
で
式
が
始
ま
り
、
鏡
割

り
で
乾
杯
と
な
っ
た
。
楽
し
い
会

話
と
お
い
し
い
食
事
、
音
楽
と
踊

り
、
夜
は
更
け
て
い
っ
た
。
気
づ

く
と
、
午
後

時
、
名
残
り
惜
し

１１

か
っ
た
が
会
場
を
後
に
し
た
。

７
月

日

楽
し
い
時
間
は

１７

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
ゆ
く
。

親
し
い
人
、
今
回
知
り
合
え
た
人

等
、
多
く
の
友
人
が
集
ま
り
、
フ
ァ

ア
ウ
エ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

て
く
だ
さ
っ
た
。「
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｏ
ｋ
ｅ
」

か
ら
、
馴
染
み
の
曲
が
か
か
る
。

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
だ
。
こ
れ

ま
で
も
最
終
日
に
皆
で
合
唱
し
た

思
い
出
深
い
曲
。
バ
イ
ナ
ー
会
長

も
一
緒
に
大
き
な
声
で
、
次
の
再

会
を
約
束
し
歌
う
。
ま
さ
に
心
と

心
が
一
体
化
す
る
感
覚
だ
。
こ
の

後
の
挨
拶
で
は
不
覚
に
も
涙
が
こ

ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
。

空
が
夕
焼
け
に
染
ま
る
頃
、
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
供
養

が
始
ま
っ
た
。
６
本
の
か
が
り
火

が
用
意
さ
れ
、
一
人
ず
つ
震
災
に

対
す
る
思
い
を
述
べ
、
負
け
る
な

と
励
ま
し
て
く
れ
る
。
か
が
り
火

に
火
を
つ
け
、
静
か
に
お
ご
そ
か

に
式
は
続
く
。「
遠
い
昔
、
ペ
リ
ー

の
縁
で
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
の
人
た
ち

と
知
り
合
い
、
友
人
と
な
っ
た
。

そ
し
て
今
、
遥
か
遠
い
ア
メ
リ
カ

よ
り
、私
達
の
こ
と
を
親
身
に
な
っ

て
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
人
々
が

こ
こ
に
い
る
。
世
界
で
は
い
ま
だ

に
紛
争
は
絶
え
ず
、
悲
し
い
知
ら

せ
が
多
い
。
そ
ん
な
中
、
半
世
紀

以
上
に
亘
っ
て
築
か
れ
た
下
田
と

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
の
友
情
は
、
正
に

本
物
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

に
深
く
、
深
く
根
付
い
て
い
く
こ

と
を
切
に
願
う
。」
と
語
っ
た
。
別

れ
の
最
後
の
瞬
間
、
こ
み
上
げ
て

来
る
気
持
ち
が
ほ
と
ば
し
っ
た
。

溢
れ
る
思
い
を
英
語
に
し
、
語
り

か
け
た
。「
あ
り
が
と
う
！
」
と
。

多くの子供たちが集まる日本文化紹介ワークショップ

晩餐会出席者を迎える

「Karaoke」で一気に盛り上がる

東日本大震災への供養


